
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１２教区第２３８番法傳寺 

住所：福島県石川郡平田村上蓬田字山田８ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射線量は低いと考えている。

行政の除染は進んでいない。 

・震災による家族構成の変化による檀家数の減少、檀信徒の離散が心配で

ある。 

・法要等が減少した。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった檀家があるが、居住先はほぼ把握できてい

る。 

・檀家の９割が農家であり、葉タバコ、酪農、水稲すべにておいて減収と

なっているようだ。 

地域の現状 ・震災と少子高齢化による宗教離れは致し方ないと思っている。 

復興の状況 

・寺院復旧は可能だと思う。計画はできたが未着手であり、１０年以内の

復旧を目指している。 

・５割程度復旧が進んでおり、１０年以内の完了を目指している。 

（H25.9.10現在） 

 

 


